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ついて、民間企業における臨床開発が進んでおり、開発の進展とともにワクチン

需要が生まれることが期待される。 

• 外国では使用されているが日本では未だ承認されていないワクチンの中で、Ｈｉ

ｂ、不活化ポリオワクチン、その他混合ワクチンなどについては、医療上、ニー

ズが存在しており、日本においても早期に入手できる環境を整えるべきである。 

(3) ワクチンの新投与経路の開発など、現在のワクチンの有効性、安全性、利便性

を向上させる研究開発が進展している。 

• 既存の製品の改良や新しい投与経路の開発により現在のワクチンの有用性を高め

る研究が、基礎研究及び臨床開発のいずれの段階でも進展していることが紹介さ

れた。これらが実用化されれば、より有効性・安全性の高いワクチンに対する需

要が生まれると期待される。特に、インフルエンザワクチンについては、幅広い

年齢層において高い効果と安全性が期待される改良製品に対して期待がある。 

５． ワクチンの社会的な評価 

(1) ワクチンの研究開発を進展させるには、これらの潜在的なニーズが実際の接種

希望者の需要の形成という形で具体化される見通しが立つ必要がある。そのた

めには、ワクチン製造企業のみならず、国や幅広い関係者の間でも需要の動向

を見極める努力を払うともに、日本ではまだ十分に実施されていないワクチン

の医療経済的な評価やワクチンの意義の普及等といった基盤づくりが課題で

ある。 

(2) ＱＯＬや家族への負荷、疾病に罹患した際の経済的損失などを総合的に評価す

る医療経済学的な調査分析が十分なされることが、有用性に基づく今後のワク

チンの評価、ひいては、需要の形成にとって重要である。 

 

表７ 米国での代表的ワクチンの便益－コスト比 

ワクチン 便益－コスト比（＄） 

ＤＴＰ 

Ｈｉｂ 

ＭＭＲ 

ポリオ（不活化） 

Ｂ型肝炎 

水痘 

Ａ型肝炎 

２７．００：１ 

５．４：１ 

２３．３：１ 

５．４３：１ 

１４．７：１ 

４．７６～５．６：１ 

１．９６：１ 

Institute of Medicine, “Financing Vaccines in the 21st Century: Assuring Access and 

Availability (2003)からデータを引用 

 

 

 


